
１．重要な会計方針

（１） 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　棚卸資産の評価方法は、総平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による
簿価切下げの方法により算定）によっている。

（２） 固定資産の減価償却の方法
　
１．有形固定資産・・・建物付属設備、器具備品については定率法

２．無形固定資産・・・ソフトウェアについては定額法

（３） 引当金の計上基準

１．賞与引当金
　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

２．貸倒引当金
　　税法上の繰入限度額を計上している。

３．退職給付引当金
　　役員及び従業員について当期末における要支給額の全額を計上している。

（４） 消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税抜方式によっている。

（５） リース取引の処理方法

　契約1件当たりのリース料総額300万円未満のファイナンス・リース取引について、
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

（６） 税効果会計の適用について

　税引前の当期一般正味財産増減額と法人税等の金額を合理的に期間対応させ、
より適正な当期正味財産増減額を計上することを目的として税効果会計を適用している。

　　　１． 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
（単位：円）

賞与引当金否認

未払社会保険料否認

繰延税金資産（流動資産）

退職給付引当金損金算入限度超過額

繰延税金資産（固定資産）

繰延税金資産合計

85,102

359,916

22,521,462

22,161,546

274,814

22,161,546

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記



　　　２． 法人税法上の非収益事業と収益事業の区分
（単位：円）

　　　３． 法人税法上の収益事業に係る法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との
　　　　　差異の原因となった主な項目別の内訳

　　税引前当期一般正味財産増減額がマイナスのため記載を省略する。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
（単位：円）

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

　退職給付引当預金

　退職給付引当保険積立金 ( 15,157,823 ) 

 - 

 - 

（うち一般正味財産
からの充当額）

 - 

 - 

89,500,000  -  - 89,500,000

574,657,823

592,275,691 0

17,617,868 15,157,823

592,275,691 0 17,617,868

 - 

特定資産

574,657,823

科　　　　　　　　目

　退職給付引当保険積立金 32,775,691  - 

　退職給付引当預金

小　　　　　計

当期一般正味財産増減額 (A)-(D)-(E) -4,748,341 -26,860,595 -31,608,936

収益事業

-8,617,281

－

18,225,814

合　　計

-13,365,622

－

18,225,814

17,500

-13,365,622

法人税等調整額　(E) －

小　　計　(C)＝(A)＋(B) -4,748,341 -8,617,281

－ 17,500

項　　目 非収益事業

税引前当期一般正味財産増減額　(A) -4,748,341

寄付金損金算入限度額　(B) －

科　　　　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

法人税、住民税及び事業税　(D)

基本財産

 - 

小　　　　　計  -  -  -  - 

 -  -  - 

　総合交通体系整備研究積立資金 470,000,000  -  - 470,000,000

特定資産

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対する額）

合　　　　　計 17,617,868

基本財産

 - 

小　　　　　計  -  -  - 

89,500,000  -  - 

15,157,823

( 470,000,000 ) 

 - 

小　　　　　計 574,657,823

 - 

 - 

　総合交通体系整備研究積立資金 470,000,000  -  - 

 - 

( 89,500,000 ) 

 - 

合　　　　　計 574,657,823  - 

 - 



４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
（単位：円）

 建物付属設備 3,954,283

 ソフトウェア 380,000 379,999

2,727,014 1,227,269

2,266,411 69,789

科　　　　　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

1

合　　　　　計 6,670,483 5,373,424 1,297,059

 器具備品 2,336,200


